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日 時 平成 30 年 1 月 24 日（水）18時 30 分～19時 40 分 

会 場 北広島市役所 1階 多目的室 4 

出 席 委 員 飯浜会長、熊谷委員、亀岡委員、西澤委員、堀内委員、宮本委員、合田委員 

欠 席 委 員 百瀬副会長、中目委員、中田委員 

市 出 席 者 千葉子育て支援室長、高橋保育課長、記内児童家庭課主査、加藤保育課主査 

笠井保育課主査、葛西児童家庭課主事、金田児童家庭課主事 

傍 聴 者 1 名 

 

○会長    お忙しい中またお寒い中、ご出席賜りましてありがとうございます。今年もよ

ろしくお願い申し上げます。平成 29 年度第 1 回北広島市子ども・子育て会議と

いうことでございますが、本日も子育ての環境にとってこの北広島市がさらに良

い環境になりますよう、ご意見等賜りたいと存じますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

○事務局   よろしくお願いいたします。本日は審議案件 1件と報告案件 2件、その他の報

告についてそれぞれご審議いただきたく会長に会議を招集していただきました。 

本年度におきましては議案にあります、利用定員の設定のみで大きな改正はご

ざいませんけれども、報告事項にもあります子ども子育て支援プランの状況など

を各委員の皆様にご確認、質疑、ご意見をいただきまして、今後の北広島市の子

育て施策の参考とさせていただきますとともに、本日の会議の議事をまとめまし

てこの会議の意見とさせていただきたいと考えております。 

それでは早速ですけれども議事の進行については、条例第 2条第 2項の規定に

よりまして会長が議事の議長となることになってございますので会長にお願い

したいと思います。 

それでは会長よろしくお願いいたします。 

 

○会長    改めまして、よろしくお願いいたします。それでは今ご説明のあったように、

審議案件 1件、報告案件 2件その他ということになっておりますので、まずは審

議案件から進めさせていただきたいと思います。 

教育保育施設の利用定員の設定についてということで、資料 1をご覧いただき

ながら、事務局から説明お願いいたします。 

 

○事務局   （資料１の審議案件に沿って説明） 

 

○会長    はい、ありがとうございます。それでは、審議のありました大谷むつみ保育 

園の認定こども園化について、意見、質問等ありますでしょうか。 

(意見等なし) 

引き続き報告案件のほうにはいらせていただきたいと思います。1番目の報告

案件ということで、教育・保育施設の利用定員の変更について、資料をご覧くだ

別記様式(第 3条関係) 
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さい。事務局から説明をお願いいたします。 

 

○事務局   （資料１の報告案件に沿って説明） 

 

○会長    ありがとうございます。定員の 10 名増ということで、報告を受けましたが意

見、質問等ありますでしょうか。 

(意見等なし) 

では引き続きまして 2番目の報告に入らせていただきたいと思います。事務局

から説明お願いいたします。 

 

○事務局   （資料２に沿って説明） 

 

○会長    はい、ありがとうございました。13 事業とそれから総合展開について事務局

より説明をいただきました。ご質問、ご意見等ございましたらお願い申し上げま

す。 

 

○委員    病児保育事業の病児保育室についてですが、医療機関や保育所に付設された専

用スペースなどで一時的に預かる事業について何年もずっと将来的な指針に向

け、調査・検討を実施となっているのですが、見込みとしてはどのような感じな

のでしょうか。 

 

○事務局   具体的に何年というのはまだ申し上げられないのですが、病児保育事業も含め

て、公立の保育施設等の今後のあり方等について検討していかなければならない

時期にあります。現在、公立の保育園が 3園ございますが、それぞれが老朽化し

ていることもありまして、そういう施設のハード的な部分の入れ替えを含めなが

ら、そこに合わせて病児保育事業を一体化してできないかということも含めて検

討するということにしております。 

 

○委員    目標とかはないのですか。 

 

○事務局   数字的にはちょっと申し上げにくいのですが、ただ何年も先に結論ということ

にはならないかと思います。 

 

○委員    ありがとうございます。 

 

○会長    よろしいでしょうか。はい、ありがとうございます。その他ご質問ご意見等ご

ざいましたらお願いいたします。 
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○委員    実費徴収に係る補足給付を行う事業というのが平成 28 年は対象者がいなくて、

平成 29 年は平成 30 年度からの実施に向けてということなのですが、平成 29 年

度は対象がいなかったとか、基準が作られていないということなのでしょうか。 

 

○事務局   平成 28 年度中は生活保護世帯で 1号認定の幼稚園利用がなかったので、実施

には至っておりません。平成 29 年度になりまして、年度の途中から 1 号認定の

利用者が生活保護世帯でいらっしゃったので、その状況を見て実費徴収として支

払っている金額がいくらくらいかということも検討を行いまして、平成 30 年度

に向けて実施する方向で方針を決定したところです。 

 

○会長    よろしいですか。はい、ありがとうございます。その他いかがでございますか。 

 

○委員    11番の放課後児童健全育成事業で平成29年度は小学6年生まで拡大というこ

とになっておりますが、人数的にはそれぞれどの位いらっしゃるのでしょうか。 

 

○事務局   後ほどその他の事項で詳しく解説、報告させていただこうと思いますのでよろ

しくお願いいたします。 

 

○会長    はい、ありがとうございます。いかがでしょうか。その他、資料 3で報告事項

がありますので、そちらの説明をお聞きしてご意見ご質問等ございましたらお願

い申し上げたいと思います。事務局からお願いいたします。 

 

○事務局   （資料３に沿って説明） 

 

○会長    はい、ありがとうございます。ただいまの資料 3、先ほどの資料 2に対しまし

ての、報告事項に関しましてのご質問、ご意見ございましたら承りたいと存じま

す。いかがでございますか。 

 

○委員    2 点あるのですが、まず学童クラブですけれども、入所状況を見させていただ

きますと大曲が定員をオーバーしている状況で、学校の敷地内にあるということ

で学校側の協力も沢山いただいて、子どもたちが過ごしやすいように工夫してく

ださっていると思うのですが、やはり高学年を受け入れることによって静かに本

を読むスペースや、勉強したいという意見もあると思いますので、より一層学校

側で例えば放課後は、児童が帰った後に空き教室に行って宿題なり勉強、読書と

か静かに過ごすスペースをもうちょっと確保していただけると子どもたちも、高

学年の子達は特により一層過ごしやすいのではないかなと思いますので、Ａ、Ｂ

を分けてはいるのですけれども、どちらも 60 名以上となっておりますので、体

も大きくなってきた高学年の子には過ごしにくくなってはいないのかなと心配
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があります。 

2 点目は、これも毎回市連協の時とかに言わせてはいただいているのですけれ

ども、児童センターが今 3か所あるのですけれども、こちらの 4か所目、5か所

目ということで市内の各地域に早期に建設していただきたいなというのが、どの

地域でもですが特に西の里の方の保護者さんは 10 数年も前からお話が出ている

と思いますので、対応していただけないかなと思います。 

 

○事務局   まず、大曲学童の件ですが、学童クラブの 1 単位の規模はおおむね 40 名が望

ましいとされておりまして、大曲については人数が非常に多い状態で、それぞれ

の方にご苦労かけしているところでございますが、現在も大曲小学校の方にはい

ろいろご協力いただき、クラブの隣の部屋をお借りして運営しているところです

けれども、さらに今後も学校と話し合いながら、空き教室を使うこともそうです

し、できれば施設敷地内や敷地以外にも含めて教室を 1単位ぐらい増やせると理

想かと思いますので、その辺も含めて検討してまいりたいと思います。 

また、児童センターは、以前より委員や地区の方からも要望受けておりまして、

市としてもあった方がいいと考えております。ただ公共施設の配置の問題、人の

問題、お金の問題など、いろんなことをトータルで考えて、子育ての中では優先

的に今の保育施設と学童クラブを優先しながら今取り組んでいるところです。西

の里地区と東部地区については児童センターがございませんので、これらの地区

については平成 29 年度に公共施設の適正配置など市役所の関連部局で協議を始

めたところでございますので、進んでいくものと考えております。ただ、費用が

かかることもありますので一度に 2つとはいかないということで、市内のバラン

スや子どもたちの人数、その地区にどういう子育て支援の施設があるのかなどを

含め、検討していきたいと思います。 

 

○会長    よろしかったでしょうか。ありがとうございます。その他ございましたらお願

いいたします。 

 

○委員    子どもの権利について常々思っていたことを機会があったので言いたいので

すが、子どもの権利条例がある市町村は全国的にも少ないので北広島市はいいな

と思っているのですが、子どもには綺麗な冊子が配布されていますが、大人には

知る機会が少なくて、もちろん子どもの権利のことなのでお子さんが分かればい

いことなのですけれど、やはり周りの大人がそれを知っていかないとせっかく条

例があるのに広まらない、進んでいかないといつも感じていますので、機会があ

りましたので意見としてお願いします。 

 

○事務局   今言われたとおり皆さんに知っていただくのが一番だと思います。それで権利

条例というのは北海道内で制定している市町村は非常に少なく石狩管内では札



会議録 

 

- 5 - 

 

幌市と北広島市だけということで、先進的なところをいっている形です。平成

24 年に条例が制定されまして、いま第 1 次の推進計画中ですけれども、お手元

に配付した案については概要版ということで詳しく出てないのですけども本編

ではアンケート調査の結果を載せてございます。その中で、平成 26 年に行いま

した子どもに対する聞き取りの状況で、この権利条例について知っていますかと

いう設問に対して約 2割位のお子さんしか知りませんでした。啓発として相談カ

ードも全学年の方にお配りしているのですけども、それでも 2 割の認知度です。

今回調査して約 10～11％上がってだいたい 3 割ちょっとで少しは上がっていま

すが、今回のこの推進計画の中でやはり条例の認知度を上げていかなければなら

ないという課題を 1つ新たに加えたということもございます。子どもも大人も含

めて啓発活動をこれまで以上に実施したいと考えております。 

 

○会長    よろしいですか。その他いかがでしょうか。 

 

○委員    もう一ついいですか。普段思っていることをお話させてください。地域子育て

支援センターあいあいですが、就学前のお子さんに対しての施設がすばらしいも

のが出来て親御さんも喜んでいていいな、というふうに思っていますが、たまた

ま児童センターのほうに伺っていろいろ話を聞く機会があったのですが、毎日子

どもたちが来て使うおもちゃなどは備品費として予算の上がっているものの中

から例えばコピー機とかが壊れたら、コピー機を買い換えるだとかそういうもの

と同じくくりでおもちゃやゲーム、カードゲームそういった普段使うものを中か

ら捻出しているということで、例えばおままごとの食材一つ買うのにもとても大

変だという話を聞きました。児童センターの厚生員さんがおっしゃっていたよう

に保育園、学童クラブの配置とか小さいお子さん向けの支援が優先されているよ

うなイメージがあるので、児童センターや学童のそういったこともちょっと目を

向けていただけたらなと思いました。よろしくお願いします。回答は不要です。 

 

○会長    はい、ありがとうございます。いかがでございますか。せっかくの機会ですか

ら。よろしかったでしょうか。はい、ありがとうございます。次回予定としては

いつ頃になりますか。 

 

○事務局   今回第 1回の会議ということでございますが、今年度の会議の開催予定は今の

ところありません。委員の皆様の任期が 3 月 31 日までとなっておりまして来年

度 4 月以降の委員になっていただく方の選出について皆さんにご協力をいただ

ければと考えているところですのでよろしくお願いいたします。次回の開催につ

いてはそれ以降の開催ということで予定をしております。 

 

○会長    はい、ありがとうございます。今年度第 1回目ということですが、今のお話で
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すと、このメンバーでお会いするのは今日が最後のようです。本当に任期中、ご

協力ありがとうございました。貴重なご意見ありがとうございました。本日も沢

山ご意見をいただきありがとうございました。それでは、第 1 回北広島市子ど

も・子育て会議平成 29 年度終了させていただきます。ありがとうございました。 


